
ギ ュス ター ヴ ・カイユ ボ ッ ト 《ピアノ を弾 く若 い男 》

新畑泰秀

レー スの カー テ ン を通 して 、窓 か ら柔 らか な光

が 降 り注 ぐ瀟 洒 な邸 宅 の一 室。 部 屋 の 中央 には グ

ラ ン ド ・ピア ノ に向 か う男 。パ リジ ャ ンが 過 ごす

午 後 の ひ と と きを、 隣室 の鍵 穴 よ り覗 き見 て い る

か の よ うだ(fig.1)。 構 図、賦 彩 と光 の表現 に気 を

配 って描 か れ た この絵 画 が 、 モ ネや ル ノ ワー ル と

と もに絵 画 の革 新 運動 を担 っ た画 家 の作 品 と聞 い

て 、不 思 議 に思 う人 もい るだ ろ う。作 者 はギ ュス

ター ヴ ・カイユ ボ ッ ト。1876年 の第2回 印 象派展 以

降5回 にわ た って印象 派展 に参 加 した 。画 家 と して

の存 在 は、そ れほ ど広 く知 られ てい るわ けで はない 。

そ の 名 は む しろ、 印象 派 の援 助 者 、 あ るい は世 紀

末 にパ リの 美術 界 を賑 わせ た 「カイユ ボ ッ ト事 件」

の 中心 人物 と して、知 られて い るか も しれ ない。

1848年 、 軍 隊 に寝 具 を供 給 す る事 業 に よ り財 を

成 したマ ル シ ャル ・カ イユ ボ ッ トの息 子 と して ギ

ュス ター ヴ ・カイユ ボ ッ トは 、パ リの フ ォブー ル＝

サ ン＝ドニに生 まれた。 恵 まれ た環境 に育 ち、 名 門

リセ(後 期 中等教 育 機 関)ル イ＝ル＝グ ラ ン を卒 業

した 後、1869年 に法律 大学 資格 免状 を得 、翌 年 に

は法律 特 許 を取 得 。 同年 か ら翌 年 に か けて は普 仏

戦 争 に従 軍 した後 絵 画 を志 し、印 象派 と関 わ りな

が ら多 数 の作 品 をの こ した。生 涯 独 身 を貫 き、パ

リ8区 ミロメニ ル通 りに父 親 が建 てた邸 宅 を住 まい

と し、 あ る い はパ リ近 郊 エ ソ ンヌ県 の イエ ー ルの

別荘 で過 ご し、園芸 、川 船 の設計 と船 遊 び を楽 しみ 、

絵 を描 きなが ら過 ご した。1882年 に はパ リの北 西

部 セ ー ヌ河 畔 の プテ ィ ・ジ ュ ヌ ヴ ィ リエ に弟 と建

て た邸 宅 に移 り住 み、1894年 に 当地 で没 した1)。享

年45歳 であ った。

カ イユ ボ ッ トの 画家 と して の活 動 は、 印象 派 展

期 よ り認 め られ て生 涯 を通 じて続 け られ た。 しか

し自 ら作 品 を売却 せ ず 、展 覧会 へ の 出品 も印 象派

展 の 第2回 展 か ら第6回 展 を除 く第7回 展 まで 出 品

され るが 、 それ が最 後 とな る。 さ らに没後 に遺 さ

れた作 品 もその 多 くが 遺族 の もとに長 ら く留 めお

か れ て来 た ため に、作 品が世 に示 され た機 会 は け

っ して多 くは なか った 。す なわ ち1894年 にデ ュ ラ

ン＝リュエ ル画 廊 で 個 展 、1921年 にサ ロ ン ・ ドー

トンヌで 回顧 展 が 開か れ たが、 後 に は小規 模 の展

覧 会 がパ リの画廊 と地 方で 開 かれ た にす ぎない 。

比 較 的大 規模 な展覧 会 と して は、1976年 か ら翌年

にか け て ヒュ ース トン美術館 とブル ック リ ン美術

館 で 開催 され た回顧 展 が あ るが、 画業 を総括 す る

展 覧 会 と して は さ らに20年 の 時 を経 て1994か ら翌

年 にか けて 、生 誕100年 を記 念 して開 催 され た パ

リの グ ラ ン ・パ レ ・ナ シ ョナ ル ・ギ ャ ラ リー とア

ー ト ・イ ンス テ ィテ ュー ト ・オ ヴ ・シ カ ゴでの 回

顧 展 を待 たね ば な らなか った。 近年 で は2005年 に

ロ ーザ ンヌの エ ル ミ タージ財 団で 、2008年 か ら翌

年 にか けて コペ ンハ ーゲ ンのオ ー ドロ ップ ゴー美

術 館 とブ ル ック リン美 術 館 で個 展 が、2011年 か ら

12年 にか け て は、 パ リの ジ ャ ックマ ー ル＝ア ン ド

レ美術館 とケ ベ ックの カナ ダ 国立美 術館 で カイユ

ボ ッ ト兄弟 を主題 と した展 覧会 が 開催 され、 画業

へ の関心 が よ うや く高 ま り始 めて いる2)。

ギ ュ ス タ ー ヴ ・カイユ ボ ッ トが 没 して120年 が

過 ぎよ う と して い る。都 会 的 なセ ンス に溢 れ 、現

代性 を強 く喚起 させ るそ の作 品 は今 あ らた に見 出

され よ う と して い る。印 象派 に位 置 づ け られ なが

ら着実 な造 形 感覚 に支 え られ た伝 統 的 な表 現 手法

を遵守 し、当 時 の アカ デ ミス ムの 自然 主義 的 表現

と も通 じる特 異 な位 置 を確 立 して い る画家 で あ る。

2012年 に 開館60年 目を迎 え る石橋 財 団 ブ リヂ ス ト

ン美術 館 は、 ギ ュス ター ヴ ・カ イユ ボ ッ トの初 期

の作 品 《ピア ノを弾 く若 い男 》(fig.1)を このた び

新 た に収蔵 した。 本稿 は カイユ ボ ッ トと印象 派 と

の か か わ りに触 れ なが ら、 この作 品 につ い て紹介

しよう とす る もので あ る。

1.カ イユ ボ ッ トと印象派

fig.1

ギュスター ヴ ・カイユ ボッ ト 《ピア ノを弾 く若い男》

1876年 、石橋 財団 ブリヂ ス トン美術館

裕福な家柄ゆえ、幼少期より芸術に接する機会

に恵まれて育ったと想像されるカイユボットが本

格的に絵筆を取るに至った経緯は何ら想像に難 く

ない。有閑階級にあってさらに画業を本格化させ
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た一 つ の契機 となっ たの は、1872年 に父 親 と訪 れ

た イ タ リア旅行 で あ った ら しい。 この時 、父 子 は

ロ ン ドン、パ リ と幅 広 く活 動 してい た画 家 ジ ュセ

ッペ ・デ ・ニテ ィス と接 触 す る機 会 を得 た とされる。

自然風 景 と都 会 風景 を明 るい 色彩 、生 気 溢 れ る筆

触 で描 き、 第1回 印 象 派 展 に も出 品す る こ とに な

る イ タ リア人画 家 との出会 い は 、若 きカ イユ ボ ッ

トの絵 画 へ の志 を喚起 した もの と想 像 され る。 直

後 に アカ デ ミーの 肖像 画 家 レオ ン ・ボ ナの ア トリ

エ に通 うよ うに な り、 翌年 には その 弟子 と してエ

コール ・デ ・ボザ ー ルへ の入学 を果 た して いる。

この 頃 カ イユ ボ ッ トは さ らにエ ドガー ・ドガ と

知 り合 い、 絵 画の 革新 を 目指 す 一群 の 画家 た ち と

交 流 す る よ うに な る。 しか し1874年 の 第1回 印 象

派展 に出 品す るこ とは なか っ た。 そ れ は、保 守 的

な家柄 が革 新 運動 に参加 す る こ とを躊 躇 させ た の

か も しれ な い し、あ る い は美術 学校 で伝 統 的技 法

を叩 き込 まれて い る最 中 に、 印象 派 の 目指 す急 進

的 な方 向性 を理 解す るの に時 間 を要 したの か も し

れ な い。2年 後 に は、 オ ー ギ ュ ス ト ・ル ノ ワー ル

と ドガ の弟 子エ ル ネ ス ト ・ルア ール の招 きで、 第

2回 印象 派展 に参加 。 出 品 目録 に よる と、8点 の 作

品 を出 品 し、以 後 その 情熱 の 多 くを絵 画 の 革新 運

動 に注 ぎ込 む ことに なる3)。

第2回 印象 派展(名 称 は第1回 展 と同様 そ の名 に

「印象 派 」 の名 は な く、単 に 「第2回 絵 画 展」 で あ

った)は 、 ル ・ペ ル テ ィエ通 り11番 地の デ ュ ラ ン

＝リ ュ エ ル 画 廊 で、1876年4月11日 か ら5月9日 ま

で 開催 され、20人 の 作 家 に よる252点 の 作 品 が 展

示 され た。 参加 者 は初 回 に比 べ る と減少 して いた。

そ の理 由 は、 第1回 展 の参 加 者 た ち の 何 人 か、 す

な わ ちセザ ンヌ、 ブ ラ ッ クモ ン、 ブー ダ ン、 ギ ヨ

マ ンらが、 絵画 の 革新 を声 高 に叫ぶ こ とを 旨 とす

る展 覧会 に出 品 して 、再 び酷 評 を浴 び る こ とを恐

れ たか らであ った。展 覧 会 目録 に よる と、 モ ネ は

18点 、 ル ノ ワ ー ル は15点 、 ドガ は24点 、 モ リゾ

は17点 、 ピサ ロは13点 、 シス レーは8点 を 出品 し、

初 参 加 の カ イユ ボ ッ トは以 下 の8点 を 出 品 して い

る4)(fig.2)。

17床 削 り 〈パ リ 、オ ル セ ー 美 術 館 Berhaut　 1978-

No.28:1994-No.34〉

18床 削 り 〈個 人 蔵 、 パ リ Berhaut1978-No.29:

1994-No.35〉

19ピ ア ノ を 弾 く若 い 男(マ ル シ ャ ル ・カ イ ユ

ボ ッ ト)〈 ブ リヂ ス トン 美 術 館 Berhaut　 1978-

No.30:1994-No.36〉

20窓 辺 に 立 つ 男(ル ネ ・カ イ ユ ボ ッ ト)〈 個 人

蔵 、 ニ ュ ー ヨ ー ク Berhaut1978-No.26:1994-

No.32〉

21昼 食 〈個 人 蔵 、 パ リ Berhaut1978-No.32:1994-

No.37〉

22庭 〈?〉

23庭 〈?〉

24昼 食 の 後 〈所 在 不 明 Berhaut1978-No.20:1994-

No.2〉

第2回 印象 派 展 は、 ブ ー ダ ンらの予 想 に違 わず、

開催 され るや否 や 一部 の保 守 的 な批 評家 た ち の暴

言 に曝 され る ことに なっ た。た とえ ばア ルベ ール ・

fig.2

「第2回 絵 画 展 図録 』

(第2回 印 象 派 展 図 録)1876年4月 、

※右 頁 に カ イユ ボ ッ トの 出 品作
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ヴ ォル フは 『フ ィ ガロ』 紙(4月3日 付)に 「これ

らの芸術 家 た ち は、妥協 す る こ との な い印 象主 義

者 であ る と自称 して い る。彼 らはす なわ ち、 カ ン

ヴ ァス を用 意 し、絵具 を塗 り、 筆 を走 らせ 、 い く

つ か の色調 をで た らめ に置 い て、署 名 して終 わ り、

とい った具 合 だ」 と記 して い る5)。しか し批 判 ば

か りで もない 。初 回 がス キ ャ ン ダラル とな ったが

故 に様 々 な期 待 を持 って受 け入 れ られ た 第2回 展

は、広 く新 聞 や雑 誌 に報 道 され て ヴ ァ リエ ー シ ョ

ンの あ る評論 を得 る こ とにな っ た。 た とえ ばエ ミ

ール ・ゾ ラは 「われ わ れが今 ま さに新 た な流 派 の

誕 生 に立 ち会 って い るの だ と、確 信 させ る 内容 だ

っ た。 この グ ルー プ には、 や が ては美 術 ア カデ ミ

ー 自体 を打破 す るで あ ろ う革 命 の萌 芽 を見 出す こ

とが で きる」 と記 し6)、グル ー プ の存 在 意 義 を認

めて新 た な絵画 史 の流 れ に位 置づ け よ うと試み た。

カイユ ボ ッ トも、 新 人 なが ら複 数 の批 評家 に よ

る評価 を受 け、 そ れ は結 果 と して画家 と しての意

識 を以前 に増 して 自覚 させ 、 印象 派へ の 関 わ りを

さらに深 め て い く契機 とな った。 カイユ ボ ッ トは、

翌年 の第3回 展 実 現 の た め に奔 走 し、 自 ら も よ り

大型 の作 品 に挑 む こ とにな る。 さらに は展 覧会 開

催 のた め の資金 まで を調 達 し、 もうひ と りの 同派

の支 援 者 ヴ ィ ク トー ル ・シ ョケ と ともに、 グルー

プでの存 在感 を増 してい った。

カ イユ ボ ッ トが、仲 間の作 品 を蒐 集 しは じめ る

の もこの 頃 の こ とで あ る。 そ れ はやが て 印象 派 の

重 要作 を網羅 した大 コ レク シ ョン を形 成 す る に至

る。 と同 時 に 自 らの コ レク シ ョンの 行 く末 を考

え始 め、1876年27歳 の時 に早 々 と遺 言状 を作 成 し、

コ レク シ ョンを国家 に一括 して寄贈 す る意思 を示

した 。 この 時、 カ イユ ボ ッ トは作 品 を、最 初 は当

時の 近代 美術 館 と して 機 能 して いた リュ クサ ンブ

ー ル美術 館 で展 示 して も らい、最 終 的 にル ー ヴル

美術 館 に収 め て もら うこ とを併せ て求 めた 。 カイ

ユ ボ ッ トが 没 した の は1894年2月21日 。 同 年 遺 言

執行 人 に指 定 され た ル ノ ワ ー ル は、3月11日 に美

術 局長 ア ン リ ・ルー ジ ョンに この カ イユ ボ ッ トに

よ る遺 言 状 を送付 した 。そ して国 立美 術館 諮 問 委

員 会 にお い て 故 人 の 遺志 は3月20日 に受 諾 され る

こ とにな った。

と ころが 当時 の リュ クサ ンブ ール 美術 館 は、 さ

ほ ど広 い展示 空 間 を持 た ず、 遺贈 願 の 出 され た作

品 の全 て を受 け入 れ る こ とを断念 した。 遺族 との

間 で善後 策 につい て協 議 が続 け られた が、結 果 と

して展示 可 能 な作 品 だ けが受 け入 れ られ る こ とに

なっ た。受 贈 された の は、 申 し込 み69点 の うちの

40点― マ ネ2点 、 セ ザ ン ヌ2点 、 モ ネ8点 、 ル ノ ワ

ー ル6点 、 シ ス レー6点 、 ピサ ロ7点 、 ドガの パ ス

テ ル7点 、 ミレー の デ ッサ ン2点 等 で あ っ た7)。よ

うや くこれ ら作 品 が リ ュクサ ンブ ール美 術館 で 公

開 され る と、今 度 はそ こを 自 らの牙 城 と して いた

ア カデ ミーの 画家 た ちが 、領 域 を侵 犯 され た と激

怒 し、大 きなス キ ャ ンダル とな り、 新 聞や 雑誌 を

賑 わす こ とに なっ た。 その 後、 遺族 が強 く望 む も

残 りの作 品が 国 に収 め られ る こ とはつ いぞ な か っ

た。 この カ イユ ボ ッ トの国家 へ の遺贈 の顛 末 は「カ

イユ ボ ッ ト事 件」 と呼 ばれ 、世 紀 末 にあ って さえ

印 象派 が保 守 的 な人 た ち と闘 わね ば な らなか っ た

エ ピソー ドと して、 しば しば引 用 され るこ とに な

る。

国家 に受贈 され た作 品 は、 そ の後 第2次 大 戦後

の1947年 にテ ュ イル リー公 園内 の 「印象 派美術 館 」

と して知 られ た ジュ ・ド ・ポ ム美 術館(現 在 の ジ

ュ ・ド・ポ ム国立 美術館)で 公 開 され て人気 を博 し、

さ らに1986年 にオ ルセ ー美 術館 に移管 され て、 今

で は同館 を代 表す る19世 紀 部 門 の重 要 なセ ク シ ョ

ンを担 って いる8)。

2.ピ ア ノ を弾 く若 い男

オル セー 美術 館 に は、 カ イユ ボ ッ ト自身 の作 品

《床削 り》(fig.3、1875年 、パ リ、 オ ルセ ー美術館)

も収 め られて い る。 これ は前 年 のサ ロ ンに出 品 し

て 落選 した後 に 印象派 展 へ 出品 された初 期 の画 家

渾 身 の作 品で あ る。幾 何 学 的 に計算 され た構 図 の

中で画 面 は緊 密 に仕上 げ られ、 光 の表現 が 印象 的

な作 品 として注 目された。

《ピア ノ を弾 く若 い男 》 は、《床 削 り》 の直後 に

描 か れ た作 品 で、 同様 に第2回 印 象 派展 に 出 品 さ

れ た。 描 かれ て い るの は、 ギ ュス タ ー ヴの弟 マ ル

シ ャル ・カ イユ ボ ッ ト(1854-1910)(fig.4)。 彼

が い るの は 《床削 り》 と同 じ、 兄弟 が 住 む ミロメ

ニル 通 りの邸 宅 の一 室 で あ る。 見 る か らに裕福 な

市 民 の邸 宅 の瀟 洒 な部屋 は、 同様 に計 算 され た構

fig.3

ギ ュ ス ター ヴ ・カ イユ ボ ッ ト 《床 削 り》

1875年 、 パ リ、 オ ル セ ー美 術 館
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図 の 中 に注意 深 い筆 致 に よ り繊 細 に描 き出 され て

い る。 壁 面、 カー テ ン、 絨 毯 のそ れ ぞれ に は、華

や か な植 物文 が 施 され てお り、 レー スの カ ーテ ン

を通 して パ リの 町並 み が うか が え る。 窓 か ら注 ぐ

柔 らか な光 は室 内 をほ ん の りと照 ら し出 して い

る。 中央 に鎮 座す るの は当 時 の最新 機 器 に して贅

沢 な調 度、エ ラール社 の ピアノで あ る。その表 面 は、

漆 黒 の鏡 面 とな り、 マ ル シ ャルの 手 、鍵 盤、 部屋

の 隅 に垂 直 方 向 に走 る2本 の金 の飾 りを鈍 く映 し

出 してい る。 主 人公 た るマ ル シ ャル は薄 暗 い この

部屋 で、外 部 か ら届 く柔 らか い光 の巧 み な表 現 に

よっ て引 き立 た され、穏 や か に、 しか し真 摯 に鍵

盤 に楽 譜 に 目を向 けて い る。 ピ アノ の上 に は無造

作 に積 まれた3冊 の厚 巻 な楽譜 集が 見 え る。

楽譜 集 が如 何 な る音楽 家 に よ る ものか は未 だ 明

らか で はな い。 ひ とつ の説 に は、 コ ンセ ル ヴ ァ ト

ワー ルの教授 で あ った ア ン トワーヌ＝フラ ンソ ワ ・

マ ル モ ンテ ル(1816－1898)に よる もの で はな い

か、 との指 摘 が あ る9)。マ ル シ ャ ル は コ ンセ ル ヴ

ァ トワ ール に通 い、 マ ルモ ンテル に ピアノ の指導

を受 け てい た。 自身 も音 楽 家 と して 知 られ 、1885

年 に ノ ー トル ダム ・ド ・ロ レ ッ ト教 会 の オ ル ガ ン

曲 を作 曲 し、1887年 に は 「バ レエ の調 べAirs　de

Ballets」　とい う曲の 楽譜 が ア ル トマ ン とい う出版

者 か ら上梓 され てい る。 そ の音 楽様 式 を娘 の シ ャ

ル ドー夫 人 は 「ワ グネ リア ン」(ワ ー グナー楽 曲 の

心 酔 者)、 と伝 え て い る10)。この 絵 に彼 が 描 か れ

た の は22歳 の 時。 兄 と同様 に、 自 らの芸 術 的才 能

の赴 くまま に過 ごす ことが 出来 た弟 は、 その 関心

を音 楽 へ と向 け たが 、兄 と同様 そ れ を専 業 とせ ず 、

生涯 を兄 と親 密 に暮 ら し、写 真 や切 手 蒐集 、 園芸

等 々趣 味 を分 か ち合 い、 そ れぞ れ の芸術 的感 性 を

認 め合 って いた とい う。

《ピア ノ を弾 く若 い男 》 に描 か れ た ミロ メ ニ ル

通 りの 邸宅 は、父 親 がパ リ大改 造 の折 り、1866年

にパ リ市 か ら取 得 した土 地 に建 て られ 、同 年 の11

月 に竣 工 した もの で あ った(fig.5)。 《ピア ノ を弾

く若 い男 》 とい うタ イ トル に、あ る い は気取 らな

い モ デ ルの姿 勢 に示 され てい る よ うに、 カ イユ ボ

ッ トは、 この作 品 を弟 の 肖像 画 と して描 い た、 と

い う よ りは 、風俗 画 の 如 く 「室 内 で ピアノ に向 か

う人 」の 図像 を意 図 して描 い た のか も しれ な い。

とい うの も、第2回 印 象 派展 に は もう ひ と りの 弟

ルネ を描 いた 《窓辺 に立 つ男 》(fig.6、1875年 、個

人 蔵)が 出 品 され てお り、 そ れ に も固有 名詞 が タ

イ トル につ け られ てお らず 、 しか も、 ル ネ は背面

か ら描 か れ てい る。 これ は、 カ イユ ボ ッ トが 家族

をモ デ ル と した 親密 な情 景 を描 きな が ら も、そ の

匿 名性 にお いて 、近 代生 活 の一 面 を切 り取 って描

い た査 証 と も捉 え られ 、 それ は印 象派 にお け る風

景 画 制作 に相 通 じる もの が あ る。 ちなみ に 《窓 辺

に立 つ 男 》 は、 《ピア ノ を弾 く若 い男 》 と縦横 の

違 い はあ れ、 ほぼ 同 じ大 きさの作 品 であ り、 これ

らが対 画 、 あ るい は連作 を意 図 して 制作 され た こ

とさえ想像 され る。

3.ピ ア ノの あ る風景

鍵 盤 楽 器 の あ る 情 景 を描 い た絵 画 の歴 史 は古

い。宗教 画 にお い ては、た とえば15世 紀 に フ ァン ・

ア イ ク兄 弟 に よって 描 か れ た 《ゲ ン トの祭 壇 画 》

(1432年 、 シ ン ト ・バ ー フ大 聖 堂)の 上 段 、聖 な

る父 の右側 にパ イ プ ・オ ル ガ ンを弾 く様子 が 思 い

出 され る。風 俗 画 にお け る表 現 と して は、17世 紀

オ ラ ンダ絵 画 にお いて しば しばあ らわれ る。 知 ら

れた イ メー ジ と して は、 フ ェル メー ル に よる 《音

楽 の レッス ン》(fig.7、1662－65年 、 ウ ィンザ ー城

王 室 コ レクシ ョン)が あ ろ う。 これ は18世 紀 ロ コ

コの 時代 の フ ラ ンス絵 画 に も受 け継 が れ、 た とえ

ばジ ャ ン＝オノ レ ・フラ ゴナ ール は、1769年 に 《音

fig.4

《ピ ア ノを 弾 くマ ル シ ャ ル ・カ イ ユ ボ ッ ト、 ス ク リ ヴ

通 り9番 地 》、 個 人 蔵

fig.5

旧 カイユ ボ ット邸、向かって

左が ミロメニル通 り、右が リ

ス ボン通 り （筆者撮 影）

fig.6

ギ ュス ター ヴ ・カ イユ ボ ッ ト

《窓 辺 の 若 い 男 》

1875年 、個 人 蔵
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楽 の練 習 》(パ リ、 ルー ヴル 美術館)に お いて 、貴

族 の室 内遊 戯 の情 景 と して これ を描 い て い る。19

世紀 にな って もこの 主題 は受 け継が れ る が、絵 筆

を持つ 画家 の 肖像 と同様 に、音 楽家 の 肖像 と して

描 か れ る場合 も多 い。 た と えば、新 古 典 主義 の画

家 ルイ ・レオ ポル ド ・ボ ワ イーが 描 い た 《作 曲家

フ ラ ン ソ ワ ・ア ドリ ア ン ・ボ ワル デ ュ ー の 肖像 》

(fig.8、19世 紀 初頭 、 ルー ア ン美術 館)は 、そ の典

型 的 な表現 と言 え よう。

カ イユ ボ ッ トの時代 、19世 紀後 半 に も鍵 盤楽 器

の あ る情景 を描 いた作 品 は多 くあ らわれ る。 た と

えば1869年 頃 にエ ドガ ー ・ドガは 《ピア ノ を弾 く

デ ィオ嬢 》(オ ルセ ー美術 館)、 エ ドワー ル ・マ ネ

は1868年 に 《ピア ノ を弾 くマ ネ 夫 人 》(オ ル セ ー

美 術館)な どが 代表 的 な例 と言 え よ う。 さ らには

《ピア ノ を弾 く若 い男 》 と同 じ、 第2回 印 象派 展 に、

ル ノワー ル は 《ピア ノ を弾 く女 》（fig.9、1875-76年 、

ア ー ト ・イ ンス テ ィテ ュー ト ・オ ヴ ・シ カ ゴ） を

出品 して お り、 「ピア ノ を弾 く女 」 は ル ノ ワ ー ル

を代 表 す る イ メー ジ と して そ の後 もこの主 題 は描

き続 け られ る。 これ らは、何 れの場 合 も、西 洋美

術 史 にお け る室 内画 の伝 統 を踏 ま えなが ら も、 パ

リの 近代 化 に伴 う新 しい時 代 の要 素 を付加 して い

る11)。

この時 代 に ピ アノ とい う楽 器が 描 かれ る意 味 は、

それ までの 図像 と異 な る質 も包含 して い る。 現在

で最 もポ ピュ ラ ーな鍵 盤 楽器 で あ る ピア ノ は、19

世紀 の フラ ンス にお いて は、 エ ラ ール社 に よる ピ

アノが そ れ を代 表 して いた。 同社 の創 立者 は、セ

バ ス テ ィ ア ン ・エ ラ ー ル(1752-1831)。 彼 は

1821年 に ダ ブル ・エ ス ケー プ メ ン ・ア クシ ョン、

す な わ ち ピア ノの高 速 連打 を可 能 に し、音 楽 表現

の可 能性 を大 き く広 げる画 期 的 な技術 を生 み出 し

た人物 と して知 られ る。19世 紀 後 半 にエ ラー ル社

の ピア ノの 製造 は興 隆 を極 め、 フ ラ ンスで は 「エ

ラール 」 とい う言 葉 自体 が ピ アノ を指 し示 す こ と

さえあ っ た とい う。 た とえば、 ル イ ・エ ノ ー トル

は印象 派 展 を見 て、 『コ ンステ ィテ ュー シ ョネ ル』

fig.7

ヨハ ネ ス ・フ ェ ル メ ー ル 《音

楽 の レ ツス ン》

1662-65年 、 ウ ィ ンザ ー城 王

室 コ レク シ ョ ン

紙 （1876年4月10日 付 ） の 「芸 術 的 運 動 、 デ ュ ラ

ン＝リ ュエ ル 画廊 の非 妥協 派 の展 覧 会 」 と題 した

評論 の 中 で 《ピア ノを弾 く若 い 男》 に描 かれ た ピ

ア ノにつ い て触 れ てい るが 、 マ ルシ ャ ルが 「大 き

く堂 々 たるエ ラー ルの前 に座 って い る」 と記 して

い る12)。

ピア ノ とい う楽器 が社 会 生活 の 中 で文 字通 り市

民 権 を獲 得 したの は、 当時 の フ ラ ンスの経 済 状況

を背 景 と して い る。そ れ は、社 会 の経 済 力 が次 第

に高 ま り、経 済 力 を持 った市 民が 都 市文 化 を形 成

し、 そ して そ の上 に強 い 国家 意識 が 生 み 出 された

時代 で あ っ た。産 業革 命 に よ り勤労 者 の生 活 が、

労働 時 間 と非 労働 時 間 に区分 され る よ うに なっ た。

この非 労働 時 間の 中で 「余 暇」、「自由 時 間」 とい

う概念 が 生 まれ た。 職業 を離 れた教 養 や趣 味 の領

域 が あ らた に形 成 され た ので あ る。 ピアノ の発 展

は、音 楽 を愛 好 す る人 々 の増 大 だ けで は な く、富

裕 な市 民 階層 におい て、 ピア ノが 身分 を象 徴 す る

機 能 を持 っ た こ とに も関 連 して お り、《ピア ノ を

弾 く若 い 男》 も明 らか に近代 化 を進 め る首 都 パ リ

の新 しい 時代 を ささや か に表象 して い る、 と見 な

す こ とが で きる13)。

4.《 ピア ノ を弾 く若 い男 》の様 式

《ピア ノ を弾 く若 い男 》 は オ ルセ ーの 《床 削 り》

と と もに、 第2回 印象 派 展 の 展 評 に お い て比 較 的

好 意 的 に受 け取 られ た。論 評 の 多 くは 、何 よ りも

新 人画 家 の絵 画が 湛 え る瑞 々 しさを讃 え てい る。

た とえば フ ィ リ ップ ・ビュ ル テ ィは ロ ン ドンで発

行 され た 『ア カ デ ミー』 誌(4月15日 付)に 掲 載

した 「〈非 妥協 派〉 の展覧 会」 と題 した評 論 の中 で、

カイユ ボ ッ トが 「情景 を偽 る こ とな く真摯 に鑑者

に伝 え る見 事 な 肖像 画 を 出品 してい る」 と述 べ14)、

エ ミー ル ・ブ レモ ンは、 『ラペ ル』 誌(4月9日 付)

fig.8

ル イ ・レオ ポ ル ド ・ボ ワ イ ー

《作 曲家 フ ラ ン ソ ワ ・ア ドリ

ア ン ・ボ ワ ル デ ュ ー の 肖像 》

19世 紀 初 頭 、 ル ー ア ン美術 館

fig.9

ピ エ ー ル ＝ オ ー ギ ュ ス ト ・

ル ノ ワ ール 《ピ ア ノ を弾 く女 》

1875-76年 、 ア ー ト ・イ ン ス

テ ィテ ュ ー ト ・オ ヴ ・シカ ゴ
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に掲 載 した 「印象 主義 者 た ち」と題 した評 論 の中で 、

カイユ ボ ッ トの 「《窓 辺 に立 つ男 》《ピア ノ を弾 く

若 い男》《床 削 り》 は、驚 くほ どの近代 性 を示 して

い る。 そ して堅 固 に かた ち作 られ た空 間 を内包 し

て い る。そ れ は、気 取 らず実 直 に真 実 、生 活 、親

密 さ を見事 に表現 してい る」、 と記 して い る15)。

エ ミー ル ・ゾ ラ は 『メ ッサ ジ ェ ・ドー ロ ップ』

誌 に掲 載 した 「パ リ便 り―5月 のふ た つ の展 覧会 」

(6月6日 付)の 中で 、 同年 のサ ロ ン につ い て概 観

した後 、 第2回 印 象派 展 に つ いて触 れて 、モ リゾ、

ピサ ロ、 ル ノ ワー ル、 シス レー、 そ して モ ネ を賞

賛 して い る。 ドガ につ い て は、明 る く軽 や か な筆

致 で描 か れ た洗 濯女 やバ レエ の絵 を賞 賛 す る一 方

で、丁 寧 な筆 致 で室 内 の情 景 を克 明 に描 き出 した

《事 務所 の 人 々、ニ ュー オ リ ンズ》(fig.10、1873年 、

ポー市 立 美術 館)に つ い て 「創 造 的 で はな いの か

もしれ ない」 と苦 言 を呈 して い る。 そ して 同様 な

質 を示 す新 人 カ イユ ボ ッ トにつ い て は 《床 削 り》

と 《窓辺 に立つ 男 》 につ い て 「驚 くべ き立体 感 を

もつ作 品 だ。 ただ し、 まった く芸 術 的 で ない絵 画

であ る。 あ ま りに正 確 す ぎるが故 に、鏡 の よう に

明晰 で通 俗 的 な絵 画 となっ て しま って い る。現 実

を撮 影 した写真 は、独創 的 な芸術 的 才能 の刻 印 に

よって引 き立 て られ ない 限 り嘆 か わ しい もの とな

る」 と ドガ と同様 に厳 しい評 価 を示 して い る16)。

《ピアノ を弾 く若 い男 》《窓辺 に立 つ男 》《床 削 り》

の3点 の絵 画 を特徴 付 ける の は、比 較 的暗 い色 調 、

入念 な仕上 げ、堅 固 な線 描 とい った点 で あ る。 印

象 派の 大胆 な賦 彩 、 明 るい色 彩 や屋 外 の情 景 の描

写 とい った特徴 よ りは む しろ伝 統 的 な手法 に近 い

とい う こ とだ。 カ イユ ボ ッ トの初 期 の絵 画 様 式 は、

明 らか にエ コー ル ・デ ・ボ ザ ール の師 レオ ン ・ボ

ナ の、 ア カデ ミス トに して は 「態 とら しさ」 の な

い比 較 的穏 や か な描 法 に拠 っ てい る。 カイユ ボ ッ

トの絵 画 は一方 で 、 印象 派の ス ナ ップ シ ョッ ト的

な構 図 の取 り方 に対 し、 遠 近法 を駆 使 した計 算 さ

れ た構 図 を特 徴 とす る。 そ れ は ドガ の絵 画、 た と

えば 《事 務 所 の 人 々、ニ ュ ー オ リ ンズ 》 やバ レエ

を主題 と した一 連の作 品の 、画 面 の一 方 の上 方 に

消 失点 を設 定 した遠 近法 を使 う手法 と類似 して い

る。 さ らには ドガ同様 に、 カ イユ ボ ッ ト兄 弟 が 関

心 を持 っ た写 真 に よる構 図 の研 究 が関 係 して い る

の か も しれ ない。 幾 人か の批 評 家 た ち、 た とえ ば

ル イ ・エ ノー トルや エ ミル ・ポル シ ュ ロ ンは 《ピ

アノ を弾 く若 い男 》 の、俯 瞰 して見 た ピア ノがす

こ し歪 な形 で あ る こ とを難 じて い る もの の17)、そ

の 準 備 素 描 を見 れ ば(figs.11-13)18)、 画 面構 成

にお いて カ イユ ボ ッ トが 遠 近法 を如 何 に気 遣 って

い るか が わ か る。 カイユ ボ ッ トの絵 画 が構 図 へ の

配慮 と、綿 密 な筆 致 に よ る仕上 げのみ を特 徴 とす

るな らば 、確 か に ゾ ラが 危惧 す る よ うに、絵 画 と

して の革新 性 は モ ネや ル ノ ワー ルの それ よ りも穏

や かか も しれ ない。

《ピア ノ を弾 く若 い 男 》 に 明 らか な、 カ イユ ボ

ッ トの初 期作 品 に共通 す る伝 統 的 な描法 は、 印象

派の 初期 の 活動 にあ って は、 モ ネや ピサ ロ らの手

法 が 突 出 して革 新 的 であ っ たが故 に違和 感 が あ っ

たか も しれ な い。 そ れは 、印 象派 が ア カデ ミスム 、

つ ま りはサ ロ ン画 家 た ち と真 っ向か ら対 立 す る立

場 にあ った 、 と当 時の マ ス コ ミが煽 り立 て た構 図

にお い て もっ ともな見 方 で あ ろ う。 しか し、伝 統

を遵 守す るア カデ ミスム を、 前衛 の 画家 が 敵視 し

て ばか りい た わ け で は な い。 ル ノ ワ ー ル は、 第1

回印 象 派展 以 前 に、 す で に何 度 か サ ロ ン に出 品 ・

入 選 してい た し、 その 後 自 らの 印象派 的 手法 に伝

fig.12

fig.11

fig.10

エ ドガ ー ・ ドガ 《事 務 所 の 人 々 、 ニ ュ ー オ リ ンズ 》

1873年 、 ポ ー 美術 館

fig.11-13

ギ ュ ス ター ヴ ・カ イ ユ ボ ッ ト

《ピ ア ノ を弾 く若 い 男

（準 備 素 描 ）》、 個 人 蔵 fig.13
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統 的 な手 法 を見 直す こ とに よ り修 正 を加 え、1879

年 のサ ロ ンに は 《シ ャルパ ンテ ィエ夫 人 とその子

供 たち 》 を 出品 して、 成功 を収 め て い る19)。セ ザ

ンヌ もまた 、初 回 に印 象派 展 に参 加 す る も、早 々

とグル ー プ と距 離 を置 い た こ とが知 られ る。セ ザ

ンヌ は、印 象派 の 芳醇 で破 綻 の ない 見 た ま まの 自

然 の色調 を伝 え るが ため に純 色 の みで描 く方法 は、

しば しば遠 近 感 と現 実感 を失 うこ とに気付 き、17

世 紀 の画 家 ニ コ ラ ・プ ッサ ンを手 本 に、過 去 の偉

大 な芸 術 の 堅 固な量 感 、永 劫 に耐 え られ る強 靱 さ

を と どめた 印象 派 の創 造 に人 生 を懸 け た。一 方 で、

印象 派 の衝 撃 とそ の動 向 は、伝 統 を遵守 して きた

サ ロ ンの画 家 た ち に も多 分 に影 響 を与 え、1880年

代 後半 に は印 象派 の 手法 は彼 らの作 品 に も認 め ら

れ は じめ る。伝 統 と前 衛 は、対 立 しつ つ も互 い に

関 係 を持 ち、 影響 も与 え合 ってい た。 印象 派 とア

カデ ミス ムは互 い に実 は浸 透 しあい 、19世 紀 とい

う芳醇 な世 界 を織 り上 げて い ったのだ20)。

この よう に見 るな らば、 印象派 展 の初 期 も実 は

多様 な様式 を各 々の 画家 は示 して いた ことが あ ら

た め て認 識 され る。 モ ネの 《印 象、 日の 出》 の よ

うに決 定 的 に伝 統 との乖 離 を示 す傾 向 が あ った一

方 で 、 ドガ の 《事 務 所 の 人 々、 ニ ュ ー オ リ ンズ 》

や カイユ ボ ッ トの 《ピア ノ を弾 く若 い男 》 を含 む

一 連 の作 品 の よ うに、 描法 と しては モ ネの それ に

く らべ て 「穏 や か な」 手法 を とっ た作 品 も、 印象

派 の初期 活 動 を定 義づ ける上 で重 要 な要 素 と考 え

られ は じめ る。《ピア ノを弾 く若 い 男》 の様 式 は、

今 一度 こ こで新古 典 主義 の 画家 ボ ワイー の 《フラ

ン ソワ ・ア ドリア ン ・ボ ワルデ ューの 肖像 》(fig.8)

と、 印象 派様 式 の典 型 で あ るル ノ ワー ルの 《ピア

ノ を弾 く女 》(fig.9)と 並べ て み る な らば、 そ の

差 異 が見 えて こ よ う。 《ピア ノ を弾 く若 い男 》 は、

確 かに賦 彩 は伝 統 に拠 るが、 主題 は古 めか しい物

語 の再現 に拘泥 しな いス タイ リ ッシ ュな近代 都 市

パ リを象 徴 す る情 景 を選 択 し、 逆光 の 中 で映 え る

主 題 の イメ ー ジ、モ チ ー フの表 面 に描 か れ た繊細

な反射 の 効果 の表現 を研 究 してお り、そ れ はモ ネ

た ちが真 摯 に取 り組 もう と した 「光」 の 表現 と同

列 に置 かれ るべ き試 みで あ ろ う。そ して画面 全 体

が醸 し出す 雰 囲気 は、 アカ デ ミス ム絵 画 に しば し

ば 見 られ る画 面作 りの 「態 とら しさ」 が微 塵 も見

られ ない。 この傾 向 は実 は その 後 の印 象派 が徐 々

に認 め られ てい く過 程 に あ って、 サ ロ ン絵 画 の 中

で後 に徐 々に顕 著 となる傾 向 で あ り、 カイユ ボ ッ

トは彼 ら折衷 派 の先 鞭 を付 けた、 と も言 えるか も

知 れ ない 。

革 新 的 な グル ープ にあ っ て、 ギ ュス タ ー ヴ ・カ

イユ ボ ッ トとい う画家 が 、 自 ら何 をすべ き と考 え、

そ れ を ど うや って果 た し得 た のか につ い て は、 よ

り詳細 に議論 され な けれ ば な らない。 しか し1874

年 に革 新 的 グル ー プに 出会 っ て後 、1876年 の第2

回印象 派 展 に 出品 され た、 短 い期 間 に集 中 して 描

かれ た作 品 群 は、 よ り詳細 に検 討 すべ き要素 を多

分 に残 して いる。 た とえば、 そ の影響 関係 を考 察

す る な らば、 師 ボナ のみ な らず 、 同時代 を意識 し

た ス タ イ リッ シュ な表現 につ いて は 《赤 い ソ フ ァ

に腰 掛 ける女 》(fig.14、1876年 、個 人蔵)に 見 ら

れ る ような、 近代 都 市 を洗練 され た セ ンス と描 法

で描 き出 した ジ ュセ ッペ ・デ ・ニ テ ィス の な どは

手 本 とし得 た画 家 として注 目され る21)。

エ ミール ・ゾ ラは、先 に引 用 した1876年 の 展 覧

会 の批 評 の1年 後、『セマ フ ォール ・ド・マ ル セ イユ 』

誌(4月19日 付)に 寄 稿 した 「パ リ ・ノー ト、 印

象 派 の展 覧会 」 におい て 、あ らため て カ イユ ボ ッ

トにつ いて 触 れ てい る。 ここで ゾ ラが対 象 とす る

の は、 同年 の 印象 派展 にカ イユ ボ ッ トが 出品 した

《パ リの街 路 、雨 》(fig.15、1877年 、 ア ー ト ・イ ン

ス テ ィテ ュ ー ト ・オ ヴ ・シ カ ゴ)。 場所 は屋 外 へ

と変更 され てい る もの の画 家が 目指す 絵画 の 方 向

性 は前 年 と何 ら変 わ る ところ が ない。 ゾラ は こ こ

で カイユ ボ ッ トは 「最 も勇気 あ る若 き画家 で あ り、

正 真正 銘 の現 代 的 主題 に も尻 込 み しな い。 …… カ

イユ ボ ッ ト氏 はそ の才 能が も う少 しだ け柔軟 にな

れ ば、必 ず や この 集 団に お ける最 も大 胆 な画家 の
一 人 とな る だ ろ う」 と記 して い る22)。 これ はす な

わ ち革新 的 画家 た ち を擁護 す る作 家 の評 価 の転換

に ほか な らな い。 カ イユ ボ ッ トの絵 画 はそ れ か ら

間 もな く印象派 的 な 明 るい戸 外風 景 を描 い た作 品

へ とシ フ トして い くが、 印象 派 の画 家 と して の独

自性 は、初 期 の作 品 にお い て む しろ顕 著 にあ らわ

れ て い る と言 え よ う。《ピア ノ を弾 く若 い男 》 は、

その 意味 におい て 、 カイユ ボ ッ トの画 家 と して の

特 質 を存分 に内包 して い るのだ 。

《ピア ノ を弾 く若 い男 》 は、画家 の手 を離 れ た後、
一度 は ギ ュス ター ヴ ・カイユ ボ ッ トの母 親 の従 兄

弟 ウジ ェー ヌ ・ドフ レー ヌの手 にわた った(fig.16、

1878年 、 個 人 蔵)。 ドフ レー ヌ は カ イユ ボ ッ トの

10点 の作 品、 す な わち 《床 削 り》、《ピア ノ を弾 く

若 い男 》 そ して 《読書 す る ウジ ェ ーヌ ・ドフ レー

ヌ の 肖像 》 な どを所蔵 して い た。彼 が1896年 に没

した後 、 それ ら絵 画 は 《ピア ノを弾 く若 い 男 》 と

と もに弟 マ ル シ ャル ・カ イユ ボ ッ トの 手 に戻 され、

そ の遺 族 に よ り保 存 されて きた とい う。 この た び、

縁 あ って 石橋 財 団 ブ リヂス トン美術 館 の所 蔵 とな

り、 印象 派 コ レ クシ ョンの 中 に加 え られ る こ と と

な った。
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fig.14

ジ ョゼ ッペ ・デ ・ニ テ ィス

《赤 い ソ フ ァ に腰 掛 け る女 》

1876年 、個 人 蔵

fig.16

ギ ュ ス タ ー ヴ ・カ イ ユ ボ ッ ト

《ウ ジェ ー ヌ ・ドフ レーヌ の 肖像 》

1878年 、 個 人 蔵

fig.15

ギ ュ ス タ ー ヴ ・カ イユ ボ ッ ト 《パ リ の 街 路 、 雨 》1877年 、

アー ト ・イ ンス テ ィテ ュ ー ト ・オ ヴ ・シ カ ゴ
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